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大
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十
一
月
十
六
日
、
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
工
学
部
第
１
実
験
棟

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階

建
て
、
延
べ
床
面
積
千
二
百
七

十
一
�
）
を
通
常
ど
お
り
使
用

し
な
が
ら
約
八
ｍ
移
動
し
て
、

建
物
の
基
礎
部
分
に
免
震
装
置

を
取
り
付
け
る
「
居
な
が
ら
曳

屋
免
震
化
工

事
」
が
学

生
、
教
職
員

を
は
じ
め
マ

ス
コ
ミ
関
係

者
他
に
公
開

さ
れ
た
。

こ
の
工
事

は
、
ま
ず
移

築
先
に
新
し

い
基
礎
の
杭
を
打
っ
た
後
、
建

物
を
レ
ー
ル
の
上
に
乗
せ
て
移

動
さ
せ
る
も
の
で
、
そ
の
速
度

は
五
分
間
で
二
十
�
と
い
う
ゆ

っ
く
り
と
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
あ

る
。移
動
後
に
、基
礎
と
杭
の
間

に
薄
い
ゴ
ム
を
重
ね
る
な
ど
し

た
免
震
装
置
を
取
り
付
け
る
も

の
で
、八
ｍ
も
の
距
離
を
移
動
さ

せ
て
、
免
震
化
す
る
の
は
全
国

で
も
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

当
日
は
建
物
内
で
約
二
十
人

の
学
生
が
研
究
活
動
を
続
け
て

い
た
が
、
動
い
て
い
る
こ
と
に

全
く
気
づ
か
な
い
ほ
ど
で
あ
っ

た
。な

お
、
こ
の
工
事
の
完
成
は

本
年
三
月
の
予
定
。

平
成
十
二
年
十
一
月
六
日
か

ら
八
日
に
か
け
て
京
都
大
学
の

主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
日
本

心
理
学
会
第
六
十
四
回
大
会
に

お
い
て
、
社
会
学
部
の
林
直
保

子
専
任
講
師
が
、
日
本
心
理
学

会
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

同
賞
は
、前
年
度
学
会
誌
『
心

理
学
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
論

文
を
対
象
と
し
て
い
る
。
受
賞

論
文
「
一
般
的
交
換
の
自
発
的

形
成
―
選
択
的
利
他
行
動
に
関

す
る
実
験
研
究
（
共
著
）
」

は
、
利
他
性
の
生
み
出
す
自
己

利
益
と
い
う
観
点
か
ら
人
間
の

利
他
性
の
説
明
を
試
み
た
も
の

で
あ
る
。

学
生
寮（
学
生
国
際
交
流
館
・

秀
麗
寮
、
北
斗
寮
）
で
は
、
在

学
生
か
ら
の
入
寮
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
る
の
で
、
希

望
者
は
早
目
に
出
願
し
て
く
だ

さ
い
。

【
出
願
要
件
】

平
成
十
三
年
度
に
在
学
す
る

二
〜
四
年
次
生
で
、
共
同
生
活

並
び
に
寮
自
治
活
動
に
対
し
て

積
極
的
に
関
わ
る
意
志
を
持
つ

者
、
国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る

者
で
、
地
理
的
に
は
、
秀
麗
寮

は
問
わ
な
い
が
、
北
斗
寮
に
つ

い
て
は
、
通
学
に
困
難
な
地
域

に
在
住
し
て
い
る
者
、
ま
た
は

住
宅
に
関
し
て
特
に
事
情
を
有

す
る
者
と
す
る
。

【
募
集
人
員
】

男
子
・
女
子
学
生
と
も
、
掲

示
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
願
書
交
付
期
間
】

一
月
九
日
（
火
）
〜

二
十
六
日
（
金
）

【
出
願
期
間
】

一
月
九
日
（
火
）
〜

二
十
九
日
（
月
）

【
願
書
請
求
・
出
願
先
】

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生

は
学
生
部
厚
生
課

総
合
情
報
学
部
の
学
生
は
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室

【
選
考
日
程
と
方
法
】

▼
第
一
次
（
書
類
）
選
考

平
成
十
三
年
三
月
上
旬

結
果
は
直
ち
に
郵
送
で
全
員

に
通
知
す
る
。

▼
第
二
次
（
面
接
）
選
考

平
成
十
三
年
三
月
中
旬

合
否
は
当
日
発
表
す
る
。

▼
入
寮
日

平
成
十
三
年
三
月
下
旬

詳
細
に
つ
い
て
は
、
学
生
部

厚
生
課
・
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事

務
室
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

（
学
生
部
）

本年３月に退職される先生の退
職記念最終講義が、下表のとおり
予定されているので、学生諸君は
聴講願いたい。

学 部 氏 名 日 時 場 所 テーマ

社 会 神谷 国弘 １月１３日�１６：２０ 第３学舎
３０１教室

２１世紀における都市計画・
都市建設のモデルとしての
中世北欧都市

総合情報 三宅 一郎 １月１５日�１０：４０ 高槻キャンパス
TB２０６教室

選挙制度と投票行動：合理
モデルと社会心理学モデル

工 鉄川 精 １月１１日�１６：２０ 第４学舎
１０１教室

環境保全のための「生態学と
土木工学・環境工学の融合」

〃 薬師寺正雄 １月１２日�１３：００ 第４学舎３B教室 ５０年の研究生活を顧みて
〃 徳山 泰 ２月２４日�１４：００ 第４学舎３B教室 関西大学の４０年間を顧みて

〃 吉川 和広 ３月８日�１３：３０ 第４学舎
１０２教室

２１世紀の国土づくりと計画
パラダイム
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建建
物物
をを
８８
ｍｍ
移移
動動
しし

免免
震震
装装
置置
をを
取取
りり
付付
けけ

曳
屋
免
震
化
工
事
を
公
開

工学部第１実験棟
日
本
心
理
学
会
研
究
奨
励
賞

林
専
任
講
師（
社
会
学
部

）が
受
賞

退退職職記記念念最最終終講講義義
ののおお知知ららせせ

学生寮入寮者

募募 集集

○平成１３年度学部（第１部・第２部）入学生に対する学費 （単位：円）

区分＼年度（年次）
１３ １４ １５ １６

納付総額
（１年次）（２年次）（３年次）（４年次）

第１部
法・文・経済・
商・社会学部

入 学 金 ２６０，０００ ２６０，０００
授 業 料 ６７０，０００ ６９３，０００ ７１６，０００ ７３９，０００ ２，８１８，０００
教育充実費 １４０，０００ １４７，０００ １５４，０００ １６１，０００ ６０２，０００
合 計 １，０７０，０００ ８４０，０００ ８７０，０００ ９００，０００ ３，６８０，０００

第２部
法・文・経済・
商・社会学部

入 学 金 １３０，０００ １３０，０００
授 業 料 ３３７，０００ ３４９，０００ ３６１，０００ ３７３，０００ １，４２０，０００
教育充実費 ７２，０００ ７６，０００ ８０，０００ ８４，０００ ３１２，０００
合 計 ５３９，０００ ４２５，０００ ４４１，０００ ４５７，０００ １，８６２，０００

区分＼年度（年次）
１３ １４ １５ １６ １７ １８

納付総額
（１年次）（２年次）（３年次）（４年次）（５年次）（６年次）

第２部
社 会 学 部
（６年コース）

入 学 金１３０，０００ １３０，０００
授 業 料２１９，０００２２６，０００２３３，０００２４０，０００２４７，０００２５５，０００１，４２０，０００
教育充実費 ７２，０００７６，０００８０，０００８４，０００８４，０００８４，０００ ４８０，０００
合 計４２１，０００３０２，０００３１３，０００３２４，０００３３１，０００３３９，０００２，０３０，０００

区分＼年度
春学期 １３春・１３秋 １４春・１４秋 １５春・１５秋 １６春・１６秋

納付総額秋学期 １３秋・１４春 １４秋・１５春 １５秋・１６春 １６秋・１７春
（ 年 次 ） （１年次）（２年次） （３年次）（４年次）

総合情報学部

入 学 金 ２６０，０００ ２６０，０００
授 業 料 ８５１，０００ ８８０，０００ ９０９，０００ ９３８，０００ ３，５７８，０００
教育充実費 ２２４，０００ ２３３，０００ ２４１，０００ ２４９，０００ ９４７，０００
実験実習料 ９０，０００ ９０，０００ ９０，０００ ９０，０００ ３６０，０００
合 計 １，４２５，０００ １，２０３，０００ １，２４０，０００ １，２７７，０００ ５，１４５，０００

区分＼年度（年次）
１３ １４ １５ １６

納付総額
（１年次）（２年次）（３年次）（４年次）

工 学 部

入 学 金 ２６０，０００ ２６０，０００
授 業 料 １，０１２，０００ １，０４７，０００ １，０８２，０００ １，１１７，０００ ４，２５８，０００
教育充実費 ２０２，０００ ２１３，０００ ２２４，０００ ２３５，０００ ８７４，０００
実験実習料 １００，０００ １００，０００ １００，０００ １００，０００ ４００，０００
合 計 １，５７４，０００ １，３６０，０００ １，４０６，０００ １，４５２，０００ ５，７９２，０００

（注）１ 入学金は、入学年度のみ徴収する。
２ ４年次を超えて在籍する者の学費は、４年次の学費を適用する。ただし、第

２部社会学部（６年コース）の場合、６年次を超えて在籍する者の学費は、
６年次の学費を適用する。

○平成１４年度学部（第１部・第２部）入学生に対する学費
（単位：円）

区分＼年度（年次）
１４ １５ １６ １７

納付総額
（１年次）（２年次）（３年次）（４年次）

第１部
法・文・経済・
商・社会学部

入 学 金 ２６０，０００ ２６０，０００
授 業 料 ６７０，０００ ７０１，０００ ７３２，０００ ７６３，０００ ２，８６６，０００
教育充実費 １４０，０００ １４９，０００ １５８，０００ １６７，０００ ６１４，０００
合 計 １，０７０，０００ ８５０，０００ ８９０，０００ ９３０，０００ ３，７４０，０００

第２部
法・文・経済・
商・社会学部

入 学 金 １３０，０００ １３０，０００
授 業 料 ３３７，０００ ３５３，０００ ３６９，０００ ３８５，０００ １，４４４，０００
教育充実費 ７２，０００ ７７，０００ ８２，０００ ８７，０００ ３１８，０００
合 計 ５３９，０００ ４３０，０００ ４５１，０００ ４７２，０００ １，８９２，０００

区分＼年度（年次）
１４ １５ １６ １７ １８ １９

納付総額
（１年次）（２年次）（３年次）（４年次）（５年次）（６年次）

第２部
社 会 学 部
（６年コース）

入 学 金１３０，０００ １３０，０００
授 業 料２１９，０００２２７，０００２３６，０００２４５，０００２５４，０００２６３，０００１，４４４，０００
教育充実費 ７２，０００７７，０００８２，０００８７，０００８７，０００８７，０００ ４９２，０００
合 計４２１，０００３０４，０００３１８，０００３３２，０００３４１，０００３５０，０００２，０６６，０００

区分＼年度
春学期 １４春・１４秋 １５春・１５秋 １６春・１６秋 １７春・１７秋

納付総額秋学期 １４秋・１５春 １５秋・１６春 １６秋・１７春 １７秋・１８春
（ 年 次 ） （１年次）（２年次）（３年次）（４年次）

総合情報学部

入 学 金 ２６０，０００ ２６０，０００
授 業 料 ８５１，０００ ８９０，０００ ９２９，０００ ９６８，０００ ３，６３８，０００
教育充実費 ２２４，０００ ２３５，０００ ２４６，０００ ２５７，０００ ９６２，０００
実験実習料 ９０，０００ ９０，０００ ９０，０００ ９０，０００ ３６０，０００
合 計 １，４２５，０００ １，２１５，０００ １，２６５，０００ １，３１５，０００ ５，２２０，０００

区分＼年度（年次）
１４ １５ １６ １７

納付総額
（１年次）（２年次）（３年次）（４年次）

工 学 部

入 学 金 ２６０，０００ ２６０，０００
授 業 料 １，０１２，０００ １，０５９，０００ １，１０６，０００ １，１５３，０００ ４，３３０，０００
教育充実費 ２０２，０００ ２１６，０００ ２３０，０００ ２４４，０００ ８９２，０００
実験実習料 １００，０００ １００，０００ １００，０００ １００，０００ ４００，０００
合 計 １，５７４，０００ １，３７５，０００ １，４３６，０００ １，４９７，０００ ５，８８２，０００

（注）１ 入学金は、入学年度のみ徴収する。
２ ４年次を超えて在籍する者の学費は、４年次の学費を適用する。ただし、第

２部社会学部（６年コース）の場合、６年次を超えて在籍する者の学費は、
６年次の学費を適用する。

２１
世
紀
と
い
う
新
し
い
世
紀

を
目
前
に
し
た
今
、
私
立
大
学

を
は
じ
め
教
育
界
は
言
う
に
及

ば
ず
、
社
会
全
体
が
先
の
見
通

し
を
立
て
難
い
非
常
に
混
沌
と

し
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
夏

に
刊
行
さ
れ
た『
経
済
白
書
』に

よ
る
と
「
深
く
厳
し
か
っ
た
不

況
も
よ
う
や
く
終
盤
に
入
り
、

前
途
に
明
る
さ
が
感
じ
ら
れ
る

…
」
と
あ
り
ま
す
が
、
私
立
大

学
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
十
八

歳
人
口
の
減
少
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
定
員
す
ら
充
足
で
き

な
い
大
学
が
数
多
く
出
て
く
る

な
ど
、す
で
に
厳
し
い「
冬
の
時

代
」
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
機
関

は
、
競
争
的
環
境
の
も
と
で
、

多
様
に
し
て
特
色
あ
る
教
育
・

研
究
の
推
進
が
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
関
西
大
学
も
そ
の
こ

と
を
十
分
に
認
識
し
、
学
部
に

お
い
て
、「
国
際
化
」、「
情
報

化
」
及
び
「
開
か
れ
た
大
学
」

そ
れ
ぞ
れ
の
教
学
の
目
指
す
方

針
を
引
き
続
き
着
実
に
推
進

し
、
さ
ら
に
成
果
を
挙
げ
る
べ

く
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
平
成
十
四
年

度
に
竣
工
を
目
指
す
「
第
３
学

舎
の
増
築
」
や
「
新
凱
風
館
（
仮

称
）の
建
築
」
の
ほ
か
、情
報
環

境
の
整
備
な
ど
各
種
の
教
育
・

研
究
環
境
の
整
備
・
充
実
を
行

い
ま
す
。
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て

は
、
教
育
・
研
究
の
質
的
向
上

の
た
め
に
必
要
な
優
れ
た
教
職

員
の
確
保
、
図
書
・
資
料
の
整

備
・
充
実
、
就
職
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
強
化
な
ど
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
平
成
十
二
年
四
月
に
は

「
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
」

や
「
外
国
語
教
育
研
究
機
構
」

を
設
置
し
、
平
成
十
三
年
四
月

に
は
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
大
学
と
の

共
同
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
三
年

度
入
学
生
か
ら
は
、待
望
の
「
学

部
給
付
奨
学
金
制
度
」
を
新
設

い
た
し
ま
す
。
一
方
、
大
学
院

の
整
備
・
充
実
の
た
め
、
平
成

十
二
年
七
月
に
新
大
学
院
棟「
尚

文
館
」
を
建
設
し
、
平
成
十
三

年
度
か
ら
は
「
大
学
院
給
付
奨

学
金
」を
大
幅
に
増
額
し
ま
す
。

ま
た
、
外
国
語
教
育
研
究
科
の

新
設
や
法
科
大
学
院
（
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
）
構
想
の
具
現
化
に
向

け
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

ま
さ
に
�
競
争
的
環
境
の
中
で

個
性
が
輝
く
大
学
�
と
し
て
生

き
残
り
を
か
け
て
、
教
育
・
研

究
環
境
の
整
備
・
充
実
と
教
育
・

研
究
の
質
的
向
上
を
目
指
し
、

邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

今
後
と
も
、
本
学
が
、
科
学

技
術
の
急
速
な
進
歩
と
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
い
う
新
た
な
時
代
に

即
応
し
、
高
等
教
育
機
関
と
し

て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た

め
に
は
財
政
基
盤
の
確
立
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
本
学

の
財
政
状
況
は
、
毎
年
度
の
予

算
・
決
算
を
『
関
西
大
学
通

信
』
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
承
知
い
た
だ
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
平
成
十
一
年

度
決
算
の
繰
越
消
費
支
出
超
過

額（
い
わ
ゆ
る
累
積
赤
字
）が
三

四
億
九
〇
〇
万
円
、
ま
た
潜
在

的
累
積
赤
字
と
言
わ
れ
る
基
本

金
未
組
入
額
が
一
〇
〇
億
六
〇

〇
〇
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
十
三
・
十
四

年
度
の
学
部
（
第
１
部
・
第
２

部
）
入
学
生
の
学
費
を
、
昨
今

の
経
済
・
社
会
情
勢
や
本
学
の

今
後
の
財
政
予
測
な
ど
を
十
分

に
考
慮
し
て
、
慎
重
に
検
討
い

た
し
ま
し
た
結
果
、
次
表
の
と

お
り
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
学
費
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
、「
漸
増
一
括
明

示
方
式
」（
こ
の
方
式
は
、
在
学

中
も
公
平
負
担
の
観
点
か
ら
学

費
を
漸
増
さ
せ
ま
す
が
、
漸
増

額
を
で
き
る
だ
け
低
く
抑
え
、

入
学
時
に
あ
ら
か
じ
め
一
年
次

か
ら
四
年
次
ま
で
の
学
費
を
明

示
し
、
在
学
中
の
学
費
総
額
が

分
か
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、

近
年
多
く
の
私
立
大
学
で
採
用

さ
れ
て
い
る
方
式
で
す
。）
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
が
、
学
費
支

弁
者
の
負
担
を
十
分
に
配
慮

し
、
平
成
十
三
・
十
四
年
度
の

一
年
次
の
学
費
は
平
成
十
二
年

度
一
年
次
と
同
額
に
据
え
置
く

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

本
来
、
学
費
は
高
等
教
育
の

機
会
均
等
と
い
う
社
会
的
責
務

か
ら
極
力
抑
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
私
立
大
学
と
し
て

の
存
在
意
義
を
全
う
す
る
た

め
、
常
に
強
固
な
財
政
基
盤
を

維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
律
背
反
的
と
も
い
え
る

条
件
を
境
界
線
と
す
る
狭
間

を
、
本
学
の
経
営
は
歩
ん
で
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
本
学
に

限
ら
ず
、
現
在
の
私
立
大
学
の

財
政
を
支
え
る
基
幹
的
財
源

は
、
学
費
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
い
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
大

変
心
苦
し
い
問
題
で
あ
る
こ
と

を
十
分
に
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
現
行
の
「
漸
増
一
括
明
示

方
式
」
は
、
平
成
九
・
十
年
度

学
部（
第
１
部
・
第
２
部
）
入
学

生
か
ら
導
入
し
、
平
成
十
一
・

十
二
年
度
（
第
１
部
・
第
２

部
）
入
学
生
に
も
同
様
に
適
用

し
て
ま
い
り
ま
し
た
結
果
、
各

種
の
事
業
計
画
を
ど
う
に
か
遂

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
学
費
依
存
型
の
財
政
基
盤

を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、

今
後
と
も
経
費
節
減
を
は
じ

め
、
国
庫
補
助
金
等
の
獲
得
、

各
種
基
金
な
ど
保
有
資
産
の
有

効
な
活
用
、
寄
付
募
集
の
積
極

的
な
展
開
な
ど
、
法
人
と
し
て

は
可
能
な
限
り
の
自
助
努
力
を

い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
の
学
費
改
定
は
、

競
争
的
環
境
下
に
あ
る
大
学
の

活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、
必

要
不
可
欠
な
措
置
で
あ
り
ま

す
。
何
卒
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
二
年
十
二
月
十
六
日

学
校
法
人

関
西
大
学

平
成
十
三
年
度
及
び
平
成
十
四
年
度

学
部（
第
１
部
・
第
２
部
）入
学
生
の
学
費
に
つ
い
て

●
副
学
長
制
を
導
入

昨
年
十
一
月
十
五
日
開
催
の

学
部
長
会
議
に
お
い
て
、
学
長

よ
り
、
副
学
長
制
導
入
を
伴
う

大
学
執
行
部
の
組
織
改
革
案
が

提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
度

各
学
部
・
外
国
語
教
育
研
究
機

構
の
教
授
会
の
審
議
を
経
て
、

そ
の
骨
子
が
了
承
さ
れ
た
。

こ
の
改
革
案
は
、
現
在
の
学

長
の
権
限
と
責
務
を
前
提
に
、

学
長
と
大
学
執
行
部
の
機
能
的

か
つ
機
動
性
あ
る
職
務
分
担
を

目
指
す
も
の
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
、
教
学
部
長
・
教
学
部
長

代
理
を
廃
止
し
て
、
新
た
に
三

人
の
副
学
長
（
教
育
研
究
・
総

務
担
当
、
学
生
生
活
・
渉
外
担

当
、
共
通
教
育
・
第
２
部
担

当
）
と
二
人
の
学
長
補
佐
（
広

報
・
企
画
立
案
担
当
）
を
設
置

す
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
関
連
部
局
の
再
編
が

検
討
さ
れ
、
組
織
改
革
に
伴
う

関
連
諸
規
程
の
改
正
ほ
か
の
学

内
手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
。
本

年
四
月
に
は
、
学
内
外
の
今
日

的
要
請
に
応
え
る
新
し
い
大
学

執
行
部
が
発
足
す
る
予
定
で
あ

る
。

●
日
本
語
・
日
本
文
化
事
前
研

修
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大

学
（
Ａ
Ｎ
Ｕ
）
・
関
西
大
学
／

日
本
語
・
日
本
文
化
事
前
研

修
」
が
、
二
月
十
三
日
か
ら
三

月
十
七
日
ま
で
の
日
程
で
実
施

さ
れ
る
。

今
回
で
十
回
目
と
な
る
こ
の

事
前
研
修
に
は
、
Ａ
Ｎ
Ｕ
か
ら

男
子
七
人
、
女
子
十
四
人
の
計

二
十
一
人
の
学
生
が
参
加
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
学
生
国

際
交
流
館
・
秀
麗
寮
に
約
一
か

月
間
滞
在
し
て
、
日
本
語
セ
ミ

ナ
ー
や
日
本
の
政
治
・
社
会
・
技

術
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
日
本

文
化
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
す
る
ほ

か
、
茶
道
部
と
の
茶
会
や
水
泳

部
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
行

う
。参

加
学
生
は
、
そ
の
後
、
本

学
の
ほ
か
東
北
大
学
・
早
稲
田

大
学
・
金
沢
大
学
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
希
望
す
る
全
国
十
五
大
学

に
派
遣
さ
れ
る
。
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